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(57)【要約】
【課題】　取扱いが簡便で、膝蓋骨の状態を客観的かつ
定量的に把握可能となる装置を提供すること。
【解決手段】膝横にあてがい装置の位置決めをするため
の保持アーム体１１０と、膝蓋骨を押して横滑りさせる
ための測定アーム体１２０と、により構成され、両者は
その端部で回動可能に接合されると共に、その回転角度
を検知するポテンシオメータ１３０が備わり、測定アー
ム体１２０の他端部であって膝蓋骨へ当接させる部分に
はロードセル１２１が内蔵され、保持アーム体１１０は
、測定アーム体１２０との接合部である回動中心Ｃは膝
蓋骨上空に位置しつつ当該回動中心から他端部近傍まで
被測定者の脚に触れることがないように上部に浮き上が
った構成であり、当該他端部は外側ハムストリング腱部
分に当接させるべく曲率をもった舌片１１１が形成され
ていることを特徴とする膝蓋骨測定装置１００。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膝蓋骨の移動し易さないし緩みを測定するための装置であって、
　膝横にあてがい装置の位置決めをするための保持アーム体と、膝蓋骨を押して横滑りさ
せるための測定アーム体と、により構成され、両者はその端部で回動可能に接合されると
共に、その回転角度を検知する角度センサが備わり、
　測定アーム体の他端部であって膝蓋骨へ当接させる部分には圧力センサが内蔵され、
　保持アーム体は、測定アーム体との接合部である回動中心は膝蓋骨上空に位置しつつ当
該回動中心から他端部近傍まで被測定者の脚に触れることがないように上部に浮き上がっ
た構成であり、当該他端部は外側ハムストリング腱部分に当接させるべく曲率をもった舌
片が形成されており、
　測定者は、中指および／または薬指にて舌片を、親指にて測定アーム体の前記他端部を
、それぞれ押さえることにより装置を膝に浮かせてあてがい、親指の押さえ込みにより膝
蓋骨への加重と移動量とを測定可能にしたことを特徴とする膝蓋骨測定装置。
【請求項２】
　舌片を膝に当てながら舌片の当接位置を指腹で触れて確認できるように、舌片に孔を設
けたことを特徴とする請求項１に記載の膝蓋骨測定装置。
【請求項３】
　保持アーム体上の回動中心と舌片との間であって、人差指にて押下可能なように、角度
リセットボタンないし測定開始ボタンを設けたことを特徴とする請求項１または２に記載
の膝蓋骨測定装置。
【請求項４】
　圧力センサにロードセルを用い、角度センサにポテンシオメータを用いたことを特徴と
する請求項１，２または３に記載の膝蓋骨測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、膝蓋骨測定装置に関し、特に、習慣性膝蓋骨脱臼などの膝蓋骨関連障害の有
無を客観的に判断できる膝蓋骨測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　膝蓋骨（いわゆる膝の皿）の疾患に、膝蓋骨が移動しすぎて脱臼する習慣性膝蓋骨脱臼
というものがある。従来は、このような膝蓋骨の状態は熟練した医者が触診により力の掛
け具合と移動量とにより脱臼のし易さやその重篤性を判断していた。
【０００３】
【特許文献１】特開平09-276252
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、膝蓋骨脱臼は数が多くなく、専門医も少ないため、専門でない医師にと
っては詳細にはその状態を把握することが困難であった。すなわち、脱臼することは触診
によって確認できるが、定量化されていないため、その状態がどれだけ悪いのかの把握が
困難であるという問題点があった。また、治療に際しても、良くなっているのか悪くなっ
ているのかの判定が困難であるという問題点があった。
【０００５】
　本発明は上記に鑑みてなされたものであって、取扱いが簡便で、膝蓋骨の状態を客観的
かつ定量的に把握可能となる装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の膝蓋骨測定装置は、膝蓋骨の移動し易
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さないし緩みを測定するための装置であって、膝横にあてがい装置の位置決めをするため
の保持アーム体と、膝蓋骨を押して横滑りさせるための測定アーム体と、により構成され
、両者はその端部で回動可能に接合されると共に、その回転角度を検知する角度センサが
備わり、測定アーム体の他端部であって膝蓋骨へ当接させる部分には圧力センサが内蔵さ
れ、保持アーム体は、測定アーム体との接合部である回動中心は膝蓋骨上空に位置しつつ
当該回動中心から他端部近傍まで被測定者の脚に触れることがないように上部に浮き上が
った構成であり、当該他端部は外側ハムストリング腱部分に当接させるべく曲率をもった
舌片が形成されており、測定者は、中指および／または薬指にて舌片を、親指にて測定ア
ーム体の前記他端部を、それぞれ押さえることにより装置を膝に浮かせてあてがい、親指
の押さえ込みにより膝蓋骨への加重と移動量とを測定可能にしたことを特徴とする。
【０００７】
　すなわち、請求項１にかかる発明は、簡素かつフィット性を確保した構成により測定者
を問わず片手での安定保持を実現し、膝上空に測定アーム体の回動軸を位置させることに
より測定者に依存せず測定アーム体を膝蓋骨の側部から略真横へ同様に押しやることがで
き、加重（押圧）と移動量との関係を客観的かつ定量的に把握可能となる。
【０００８】
　なお、保持アーム体は、たとえばＬ字やＣ字とすることができる。また舌片は、後述す
るように中空のものも含まれ外形が曲率をもったヘラのような形状であればよい。なお、
ここではセンサ検知結果を出力する手段には言及していないが、適宜装置にケーブルおよ
び処理装置が接続されているものとする。
【０００９】
　また、請求項２に記載の膝蓋骨測定装置は、請求項１に記載の膝蓋骨測定装置において
、舌片を膝に当てながら舌片の当接位置を指腹で触れて確認できるように、舌片に孔を設
けたことを特徴とする。
【００１０】
　すなわち、請求項２にかかる発明は、当接位置を把握しやすくし、また、測定中に保持
アーム体がずれた場合やずれそうになった場合も感知できるので、結果として、ずれを生
じさせず安定的かつ定常的な保持を実現する。
【００１１】
　また、請求項３に記載の膝蓋骨測定装置は、請求項１または２に記載の膝蓋骨測定装置
において、保持アーム体上の回動中心と舌片との間であって、人差指にて押下可能なよう
に、角度リセットボタンないし測定開始ボタンを設けたことを特徴とする。
【００１２】
　すなわち請求項３は、装置を３点で安定的に保持すべく保持アーム体上に自然に位置す
る人差指を利用し、簡便な測定を実現する。
【００１３】
　また、請求項４に記載の膝蓋骨測定装置は、請求項１，２または３に記載の膝蓋骨測定
装置において、圧力センサにロードセルを用い、角度センサにポテンシオメータを用いた
ことを特徴とする。
【００１４】
　すなわち、請求項４にかかる発明は、汎用部品により装置を構成する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、簡素かつフィット性を確保した構成により測定者を問わず片手での安
定保持を実現し、膝上空に測定アーム体の回動軸を位置させることにより測定アーム体を
膝蓋骨の側部から略真横へ測定者に依存せず同様に押しやることができ、加重と移動量と
の関係を客観的かつ定量的に把握可能となる。従って、取扱いが簡便で、膝蓋骨の状態を
客観的に把握できる装置を提供可能となる。
【００１６】
　また、本発明によれば、当接位置を把握しやすくし、また、測定中に保持アーム体がず
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れた場合やずれそうになった場合も感知できるので、結果として、ずれを生じさせず安定
的かつ定常的な保持を実現する。従って、測定者に依存せず測定データが略一致し、デー
タの客観性がより担保される。
【００１７】
　また、本発明によれば、装置を３点で安定的に保持すべく保持アーム体上に自然に位置
する人差指を利用し、簡便な測定を実現する。従って、操作性が高まる。
【００１８】
　また、本発明によれば、汎用部品により装置を構成できるので、装置を安価に提供でき
ることとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１は、本発明の膝蓋骨測定装置の正面図、左側面図（奥側一部省略）、平面図を示し
たものである。図２は、膝蓋骨測定装置を膝部分へあてがったときの外観図である。
【００２０】
　膝蓋骨測定装置１００は、保持アーム体１１０と、測定アーム体１２０と、を基本構成
としており、図示しない処理装置（加重量と移動量とを数値化ないしグラフ化する装置）
に接続されている。
【００２１】
　保持アーム体１１０は、図示したように略Ｌ字状であって、片方は測定アーム体１２０
に回動可能に接合されており、他端部は外側ハムストリング腱部分に当接させやすいよう
に膝に沿って曲率をもたせた舌片１１１が形成されている。曲率半径は５ｃｍ程度が好ま
しい。また、この舌片１１１は図示したように孔部が形成され、指腹で触れることにより
、腱の位置をとらえているか、また、ずれが生じていないかを、把握可能となっている。
【００２２】
　一方、測定アーム体１２０は、保持アーム体１１０端部の回動中心Ｃに取り付けられて
おり、その回動により膝蓋骨を膝の内側から外側に押しやって横滑りさせることができる
ようになっている。測定アーム体１２０の膝蓋骨に当接させる部分にはロードセル１２１
が内蔵されており、その載荷点１２２は、当接側とは反対の外側に配され、加重板１２３
を介して圧力が加えられる。加重板１２３は、剛性の高い平板であって、測定アーム体１
２０本体にその回動方向と同方向に無負荷で若干量回動できるように取り付けられている
。測定時には平板である加重板１２３を介して載荷点１２２に力がかかるので、指（親指
）の位置によらず膝蓋骨側部に加えられている加重圧（押圧力）を検知可能となる。なお
、最先端部分には、丸みをもたせ検査時に角による痛みが生じないようにしている。
【００２３】
　回動中心Ｃには角度センサとしてポテンシオメータ１３０が設けられている。これは、
保持アーム体１１０に対する測定アーム体１２０の回動角度を検知するものである。ここ
で用いるポテンシオメータ１３０はバネ力を用いないので、親指で押している力が純粋に
押圧力として算出できるので、ロードセル１２１の出力値の信頼性が向上する。
【００２４】
　また、測定アーム体１２０のＬ字の折れ曲がり部分の近くには、リセットボタン１４０
が設けられている。これにより、測定開始時、すなわち、測定アーム体１２０を膝蓋骨側
部に当接させた際の角度を０とし、回動量（＝測定アーム体１２０の移動量）と加重圧と
の関係を簡便にグラフ化可能となる。
【００２５】
　膝蓋骨測定装置１００では、膝蓋骨を側部からそのまま横ずらしさせることと装置の構
成を簡便化するため、測定アーム体１２０を膝蓋骨上空で軸回動させる構成としている。
これを実現するため、保持アーム体１１０は、舌片１１１部分以外は膝から浮くように構
成している。ここでは、製造のし易さも加味してＬ字状としている。なお、使用の態様に
よってはＣ字、Ｕ字であってもよい。なお、このような形状であるため、手元の視界が遮
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られることがない。また、足の太さにアジャストしやすくなる。
【００２６】
　膝蓋骨測定装置１００の各アームの素材は特に限定されないが、アルミニウム合金やス
テンレス合金を用いることができる。なお、装置構成が簡素であるため、重さを２００ｇ
程度に抑えることができる。これは、たとえば片手操作の際、装置が５００ｇ以上である
と固定時に不安定になりやすいが、この点からも本装置は安定的な測定を実現するといえ
る。また、大きさは、膝蓋骨の大きさを考慮して、測定アーム体１２０の長さ（回動中心
Ｃから端部までの長さ）を、６ｃｍ～１０ｃｍとすることが好ましい。なお、各アーム体
の巾は約３ｃｍ以下、好ましくは２ｃｍ以下とする。これにより測定者の視認性が確保さ
れる。
【００２７】
　使用に際しては、まず、図示しない処理装置を起動し、続いて、被測定者の膝を台の上
で伸展させる。右足を測定する場合で説明すると、測定者は、外側ハムストリング腱を探
りながら左手の中指と薬指で舌片１１１を位置決めし、親指で加重板１２３に触れ、測定
アーム体１２０を膝蓋骨側部にあてがう。このとき、保持アーム体１１０端部の回動中心
Ｃが膝蓋骨中央上空部分に位置するようにする。ついで、人差指でリセットボタン１４０
を押下し、親指で加重板１２３を押しやり、膝蓋骨を横に移動させる。
【００２８】
　図３は、測定した際の加重と移動量との関係を示したグラフの例である。横軸は移動量
であり縦軸は加重圧である。図示したように、正常な膝の場合には、立ち上がりが急峻で
あるのに対し、脱臼をする膝蓋骨である場合には、プロットが横に寝てしまう。実験の結
果、脱臼をする膝の場合には、１ｋｇ重～２ｋｇ重の荷重がかかると被測定者が不快感を
訴えることがわかった。
【００２９】
　数値化ないしグラフ化によって、医師は、客観的かつ定量的なデータを得ることができ
るので、習慣性膝蓋骨脱臼であるのかないのか、また、治療により快方にむかっているの
か否か、手術が必要であるのか否か、などの判断が可能となる。また、測定者に依存しに
くいので、看護師に測定してもらい、結果だけをみて膝の状態を把握可能となる。また、
Ｘ線での評価は物理的な測定肢位が限定されるが、本装置ではどんな肢位でも計測が可能
となる。また、本装置を用いれば、左右の両膝を比較でき、これによっても障害の有無が
判断できる。
【００３０】
　なお、以上の例は、膝蓋骨の横移動を定量的に測定する技術であるが、このほか、膝自
体のねじれ度合を測定することも膝部疾患を把握するためには重要である。ここでいうね
じれ度合とは、大腿に対する下腿の回転の度合いを意味する。図４は、膝部のねじれ度合
いを測定する際の概念図である。図示したように測定に際しては、足底回転具２００と、
膝部固定具３００とを組み合わせて行う（図５，図６）。
【００３１】
　足底回転具２００は、底板２０１と、回転レバー２０２と、これらを繋ぎ、ねじれの力
を測定するトルクセンサ２０３が内蔵された軸２０４と、踵を固定する踵カバー２０５と
、底板２０１を足底に固定する前側甲バンド２０６、後側甲バンド２０７と、足首固定バ
ンド２０８と、を有する。
【００３２】
　膝部固定具３００は、膝蓋部包囲ベルト３０１と、膝下包囲ベルト３０２と、これらの
ベルトには、膝側部にあたる部分に角度センサ３０３（ポテンシオメータ）付きの回動ア
ーム３０４が膝の内側と外側に面ファスナーによって取り付けられており、膝下包囲ベル
ト３０２に対する膝蓋部包囲ベルト３０１のズレを検知する。なお、図４，図６では、回
動アーム３０４が膝内側部分にしか表れていないが、膝外側にも回動アーム３０４が存在
する。角度センサ３０４の角度の変化は、膝下包囲ベルト３０２と膝蓋部包囲ベルト３０
１との回旋方向へのズレ、すなわち、下腿に対する膝蓋骨の回旋角度として表される。
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【００３３】
　測定に際しては、被測定者の膝をやや曲げた状態とし、足底を下腿の軸に垂直となる位
置関係を保ちながら回転レバー２０２を左右にゆっくり回転させ、両側の回転レバー２０
２、回転角度とトルクと膝の回旋角度を測定する。この関係により膝疾患の有無を把握す
る。膝疾患があり、また、それが重篤であるほど、膝の内側と外側とでは角度センサ３０
４で計測される角度に差が出るので、その知見を補助的に診断に用いる（図７参照）。ま
た、両足の状態を比較して治癒判断にも用いる。
【００３４】
　以上の２種類の測定により、膝蓋骨自体の状態と膝関節の状態を両方把握でき、膝状態
を適切かつ客観的に把握でき（数値データとして把握でき、診断、治療、予防に役立てる
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明によれば、これまでの疾患発生以降の対応のみならず、たとえば、スポーツでの
膝障害の予防としての指標を構築することも可能となる。さらには、学生の身体発達過程
とスポーツ医学とを融合させて、適切なトレーニングを構築させるような応用も可能であ
る。また、高齢者の膝の動きの滑らかさを把握することも可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の膝蓋骨測定装置の正面図、左側面図（奥側一部省略）、平面図を示した
ものである。
【図２】本発明の膝蓋骨測定装置を膝部分へあてがったときの外観図である。
【図３】本発明の膝蓋骨測定装置により膝蓋骨の横移動を測定した際の加重と移動量との
関係を示したグラフの例である。
【図４】膝部のねじれ度合いを測定する際の装置の取付け概念図である。
【図５】足底回転具を示した図である。
【図６】膝部固定具を示した図である。
【図７】印加トルクと左右のねじれ角度の関係を示した図である。
【符号の説明】
【００３７】
１００  膝蓋骨測定装置
１１０  保持アーム体
１１１  舌片
１２０  測定アーム体
１２１  ロードセル
１２２  載荷点
１２３  加重板
１３０  ポテンシオメータ
１４０  リセットボタン
２００  足底回転具
２０１  底板
２０２  回転レバー
２０３  トルクセンサ
２０４  軸
２０５  踵カバー
２０６  前側甲バンド
２０７  後側甲バンド
２０８  足首固定バンド
３００  膝部固定具
３０１  膝頭包囲ベルト
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３０２  膝下包囲ベルト
３０３  角度センサ
３０４  回動アーム
Ｃ        回動中心
 

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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